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加を促した｡このことが､中国全土で102社の自
動車組み立てメーカ-の乱立をもたらした｡この
中で上海汽車工業グループ (以下上汽グループ)
の成長モデルを抽出する｡上汽グループを代表と
する技術力や資金力をつけてきた中国モノづくり
企業では､海外企業の買収による国内生産への同
化が著しく進んでおり､国内の自動車産業におい
て､102社の組み立てメーカーを抱えている中国
自動車産業の再編が余儀なくされつつある｡その
結果として､外資の導入による合弁生産システム､
あるいはオープンモジュ-ル化による ｢とりあえ
ず儲かる｣生産システムが技術や企業体力の一つ
獲得ステップであることを検証する｡
結論は以下のとおりである｡中国モノづくり企
業の先頭部隊は技術力や資金力をつけてきた｡こ
れから消費者の製品知識に対する成熟化や有力外
国企業の中国参戦による市場の成熟化が中国モノ
づくり企業への試練として一層深まってくると考
えられる｡そして､中国モノづくり企業は東洋人
の繊細性と西洋人の豪放性を兼ねる性格をもつ中
国消費者の ｢構想図｣の進化を追いかけ､引導す
る必要がある｡このため日本の地道な生産システ
ムのように深層的なモノづくり組織能力を構築し
なければならないと筆者は考えている｡日本式の
生産システムとアメリカ式の生産システム中国で
の ｢適用｣と ｢適応｣は､日本とアメリカの世界
生産工場としての中国への技術移転の程度と､消
費者の ｢構想図｣を中国モノづくり企業がいかに
解釈し､互いに切瑳琢磨するかによって決まると
思われる｡
